
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

日本 理科 教育 学 会九 州支 部 大会 　発 表 論文集 　 第38巻

　　　 「知識伝達一事例 化 モ デル 」 の 10年
一 理 科の 授業 モ デル と して の こ れ まで と こ れ か ら一

　　　　　　　　 ○進藤公 夫 A
，　 日高晃昭 B

　　　 　　　　 SHINDO 　Ki皿 ioA，　HIDAKA 　TbruakiB

（兀 ）福岡教育大学教育学部 A
， 中村学園大学人間発達学部 B

［Se−一ワ ー ド］形式陶冶，実質陶冶，授業モ デル ， 知識伝達一事例化 モ デル

1．理科授業の 二 つ の 基本モ デル

　初等 ・中等段階で の
一

般普通教育の
一

環 として

行われ る理科教育は ， 人間形成 の ための 教育で あ

る。そ して，人間形成の た め の 教育におい て は，

齷 と轟 が
，

い わ ば 蟹
’

と し

て調和 と均衡を保 ちなが ら，そ の 教育的役割 を果

たすこ とが期待されて い る。その 際に，形式陶冶

が果たす役割は ， 子 どもの 記 億力，思考力，判断

力な どの ngvamPSU ’

で あ る 。 これ に 対 し

て実質陶冶が果たす役割は，既存の 知識や技能な

どの 一
’
で ある 。

　 こ うした役割の 違い に応 じて，理科授業の 基本

モ デル も違っ て くる。形式陶冶の た め の 基本モ デ

ル は勧 で あ り， 子 どもの Z 磁能 力の

馘
’

をめ ざ して，子 ども自身 に よる科学的な探

求活動に重点が置か れ る。これ に対 して，実質陶

冶の た めの 基本モ デル は 匹罐 モ デ遊／で あ り，

　難 艚 の広達
’
をめ ざ し て 既存の 科学知識

の 伝達に重点が 置 かれ る。

2．我が国の 理科教育の現状

　我 が 国の 理科教育におい て は，過去半世紀に わ

た っ て；91Z1ZZS7）教育理論が ， 支配的な勢力を維

持 して きた。こ の 教育理論に よれば，理 科教育は

本来 ， 形式陶冶の ための もの で あっ て 、そ こ には

実質陶冶の 出 番 は ない 。したが っ て、理科授業 は

原則と して、攤 ぞ デ勿 に よっ て行われなけれ

ばならない
。 それ にもかかわらず，実際の 理科授

業は，／雄 ぞ デシ勿に よ る科学知識の 伝達を中心

に展開 されてきて い ると見 て よい 。

　 こ の ように理En　E．は形式陶冶を支持 しなが ら，

そ の 実践にお い て は実質陶冶を採用 し続ける こ と

に よ っ て 、我 が 国の 理 科教育の 理論と実践は 分断

され，形式陶冶 と実質陶冶が　
‘
郵 メ鰯

’

と して

その 教育的役割を果たすこ とも期待で きなくなる。

こ うした事態に目をつ む っ て，それ を容認 し続け

て よい もの だろ うか ？

3．「知識伝達
一
事例化 モ デル 」 の 導入

　こ うした理 科教育の 現状を改善す る こ とをめ ざ

して 、我々 は
一

つ の 新しレ授 業モ デ ル の 導入を試

みる こ とに した。それ が 一

／bY で ある。とは 言 っ て も，こ の 授業モ デル はオ

リジナル なもの で ない。正直に告 白すれば， それ

は大学 ・大学院で の 科学者養成の た め の 専門教育

か らの 借り物で ある 。

科学者養成の た め の 専門教育 で は，まず大学学

部におい て ，科学知識の 伝達 に 重点を置く実質陶

冶 の 教育が，講義中心 の ／碓 モ タシ勿 に よ っ て行

なわれ る。これ に続い て 大学税 で は ， 嬲 モ タシbY

を適用 して形式陶冶 の 教育が行われ るが，その
‘
ね

らい
’

は，大学学部で伝達 された科学知識 を生 か

して ，専門的な科学研究 が で き る よ うにす る こ と

で あ る。

　こ の ように，理科教育の 現状 とは うらはらに，科

学者養i成の た め の専門教育に おい て は，実質陶冶
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と形式陶冶が 調和 と均衡を保ちながら，
‘
孕 の 再

轣
’
として それぞれの 教育的役割を 果た して い る。

そ れ なら，理科教育の 現状を打破するた め に，科

学者養成の ための 専門教育をモ デル （模範）に し

た新 しい 授業モ デル を，理 科授業に導入 して み て

は どうだろうか ？ とい うこ とで 導入 されたの が ，

こ の 嬾
1
雄 ・覿 防 ぞ 芳 勿 で あ る 。

4．「知識伝達
一
事例化 モ デル 」 の こ れまで

　こ の 授業モ デル に よる 理 科授業 の 展開パ タ
ー

ン

は，基本的には科学の 専門教育の それ と同 じで あ

る。つ ま り，1 授業時だけの 単独 の 授業で あ っ て

も，複数の 授業時に わた る
一

連 の 授業で あっ て も，

その 第
一

段階 として，授業の
‘
ね らい

’
を達成す

るた め に必要な科学知識 を，教師主 導 の ／雄 ぞ デ

ノPJ に よっ て 子 どもたちに伝達す る。

　 こ の 攤 こ続い て，授業の 第二 段階と して

行われるの が，伝達された科学知識の翹 で あ

る。こ の 羣物 ｛惣 ま、伝達 された科学知識 の 実際的

な適用事例を 子 ど もたちが自分自身 で考 え出 し ，

体験するこ とを通 して ，その 知識を 自らの 　
‘
A善き

6カ
’
に 変 え る過程 で ある。当然の こ とな らが 、

そ の 際に使われ る授業モ デル は ，子 どもたち主導

の 1探究モ デンbJで ある。

　科学者養成 の ための 専門教育と，t一
般普通教育

の
一
環 として の 理科教育で は ， その 対象者 も

‘
ね

らい
’

も大きく異なる。したが っ て，科学の 専門

教育で 使 われ て い る よ うな授業モ デル を理 科授業

に導入 して も，そ れが理科教育の 現状を打破する

こ とにっ なが るが どうか は，実際にや っ て み ない

とわからない 。しか しそれ で も，試みて み る だけ

の価値は あ る。

　 そう考えて，我々 は今か ら 10年前 の西暦 2000

年に，
こ の 授業モ デル を理科授業に導入する た め

の 理論と実践の 研究を開始 した 。 以後 ，
2001 年か

ら現在まで
， 理科教育関係 の 主 な学会を中心 に，

研究発表を続けて きて い る 。

5．「知識伝達一事例 化 モ デル 」 の こ れか ら

我 々 の 研究 の 目的は，理科授業の 振 り子を 噬

モ デ シ勿 から ／疲壷 デ／b／に振らせ る こ とで もな

ければ，その 逆に ／雄 モ デノ幻 から燦 究 モ デシ幻

に振 らせ るこ とでもない。理科教育における形式

陶冶と実質陶冶の調和 と均衡を図るこ とで，そ の

現状を多少な りと改善できれ ば，それ で よ い の で

ある 。 確か に ， 髏 ・動 防 モ ラウ勿 は，科学

の 専門教育をモ デル （模範）に して い るが、そ う

する こ とで，理科教育を科学の 専門教育の 下請け

にするつ もりはもちろ ん ない。

　10年間続けて きた とはい え，少人数の グル ープ

によるささやかな研究で あ るため，
正 直な と こ ろ，

まだ大 した研究成果 は得 られ て い ない。そ れで も，

これ ま で の 研究 に よっ て 授業実践の 面で明らかに

なっ た こ との
一

つ は ，W W y

〜ごよる瑠嬲 ぱ彡鯣 しやす〃、とい うこ とで あ

る。特に 小学校の 新任教師や理科 が不得手な先生

方の 場合に はそ うで ある。どの授業モ デル を使 っ

て も，授業 の 成果に目立 っ た違い がない
。 そん な と

きに は ，授業実践 が容易な こ と も，授業モ デル の 長

所の
一

つ と して 挙げられ るで あろ う。

　しか しながら，f2Ptilval2：．1laullptbL／の 場 合

に は，それだけにとどまらない ．この授業モ デル の

採用によ っ て，子 どもたちの 学習意欲や理科学力

の 向上 が十分に期待で きる の で ある 。
し か も、そ

の 兆候はすで に 出始 め て い る。

　　　　　　　　　文　献

　野上智行編著 ：『理科教育概論冠 理科教師を目指

す入の ために』（特に第2 章、pp，15
−28），大学教

育出版，2005．

　日高晃昭編著 ：『教 え るこ とを た め らわない 理科

授業〜 「知識伝達
一
事例化」 学習 の 試み

〜』，ぎ ょ

うせ い，2007．

26

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


